2. 体内に埋没せるMicro-circuitによるMotor-Control-Syslemについて(第451回千葉医学会整形外科例会 第10回千葉整形外科災害外科臨床懇談会) by 富田,裕 et al.
〔千葉医会誌(1968)43，819"，828) 
第 451回千葉医学会整形外科例会
第 10回千葉整形外科災害外科臨床懇談会
日時昭和42年 7月15日(土)午前 9時
会場千葉大学医学部記念講堂 
1. Walker's Carcinosarcomaの放射線感受性に対する
酵素の影響について
辻陽雄，布施吉弘(千大整形)
上原朗，平野彰三(千大大学院〉
悪性骨腫蕩に関しては，今なお，未解決の問題が多く，
特にその治療対策については，きわめて困難な課題が山
積している。放射線治療が外科的手術と並んで大きな成
績をあげていることは言うまでもないが，腫療の放射線
感受性があるや否やが問題となる。かかる点から近年， 
Radiosensi tizerとして各種ピリミジン系，その他の薬物
等の開発がなされている。私たちは， Walker's Carcino-
sarcoma 256皮下移植ラッテについて，腫療の間質組織
と腫鹿実質との相互関係を蛋自分解酵素たる Trypsin
およびムコ多糖類分解酵素たる Hyal uronidaseにより 
attackすることを試み特にこれが放射線感受性に対し
いかなる影響をおよぼすかについて基礎的研究を行なっ
た。 Wister-King均一系ラッテ 16匹を対照群のほかに， 
1)酵素処理群， 2)放射線照射群， 3)放射線，酵素処
理群に条件負荷を行なった結果，酵素単独の効果は認め
られないが，放射線感受性に対する酵素の影響について
は，いささかの治療的効果を示唆すべき所見を得た。 
2. 体内に埋没せる Micro-circuitによる Motor-Control-
Systemについて
富田 裕，立岩正孝，小松崎睦(千大整形〉
柳生陽久，大山隆男，長尾龍郎(千大大学院)
われわれは近年， 目ざましく発達をとげている Elec-
tronics技術を応用した電動義手の基礎研究を進めてい
るが，今回，筋電流を用いて Motor回転を制御する方
式を開発したので発表した。第 I段階として，上腕に表
面電極を置き筋電流を導出し Motorに on/offSwitch 
として働かせる実験を行なった。
次に前腔骨筋に埋め込んだ Micro-circuit(Powerと
して 16MHerzの発振を送孔筋電流の大きさに応じ
て，周波数変調 (FM)させ，これを送信する。大きさ 2X 
1.5XO.8 cm Epoxy樹脂被服〉により導出した電流を用
い， Motor回転を随意的に制御させることに成功した。 
Micro-circui tの Power送信装置にまだ問題があった。
なお埋め込み後， 3週では多少異物反応があるが， 8 
週では反応もおさまり，また，電極も完全に作動した。 
3. 蛋白質合成と糸状核酸
大木勲(千大大学院)
コラーゲンの生合成の研究は最近盛んに行なわれてい
るが，いまだ不明の点を多く残している。ところでコラ
ーゲンとフィブロインとはともに線維状蛋白で，一定の
周期構造を持ち，グリシンを多く含むなど非常によく似
ている。肉芽組織および後部絹糸腺より，大量の RNA
を含む糸状の核酸を抽出し，これを糸状核酸と名付け
た。この糸状核酸はグリシンの蛋白へのとり込みを促進
する効果を持っているので，コラーゲンおよびフィブロ
インの m-RNAを含むと考えられる。 Hyperchromi-
city，Formaldehyde反応などから大量の 2重鎖構造を
有することも分った。また 3Hー ウリジンのとり込みから
考えて， m-RNAを含む部分は合成は盛んであるが，一
度合成されると非常に安定な状態で保たれていることも
判明した。
糸状核酸は核および大頼粒画分のみから抽出できるこ
とを考え合わせると，生体内における核酸の状態に近い
形で抽出したのが，糸状核酸であると思われる。それゆ
え今後この糸状核酸は種々の蛋白合成の研究に役立つと
ころ大であると思う。 
4. ネコ下肢筋における伸展受容器の相性伸展時の態
度について
玉置哲也(千大大学院)
筋肉および臆の伸展受容器に，筋紡錘とコツレジ健器管
がある。前者からの求心神経に GroupIa線維， Group 
II線維があり，それぞれ筋紡錘の第 l種終末および第 2
種終末より発している。コツレジ膿器管からは GroupIb 
線維によって情報は中枢に伝達される。
脊髄後根を細分して，この三種の求心神経を単一神経
として求め，下肢伸筋に相性伸展を加えた際の各伸展受
